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での接続されたホームコマンドとコントロール AWS

公開日: 2021 年 3 月 24 日 (図の履歴)

このリファレンスアーキテクチャ図は、 を使用して Alexa をコネクテッドホームデバイスと統合す
る方法を示しています AWS。

での接続されたホームコマンドとコントロール AWS

1. Alexa Voice Services SDK または Amazon Echo を実行する Alexa 対応デバイスは、Alexa 呼び出
しを作成します。

2. Alexa スキルはバックエンドロジックAWS Lambdaとして を使用します。Amazon API Gateway
は、正しいスキルハンドラーにデータをルーティングする前に、Alexa スキルの認可とアクセスコ
ントロールを検証します。

3. Amazon DynamoDB は、ユーザーをスキルとデバイスに関連付けるユーザー認可データを保持
し、API Gateway はリクエストを受け入れるかどうかを検証します。
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https://docs.aws.amazon.com/lambda/latest/dg/welcome.html
https://docs.aws.amazon.com/apigateway/latest/developerguide/welcome.html
https://docs.aws.amazon.com/amazondynamodb/latest/developerguide/Introduction.html
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4. AWS IoT Core を使用すると、デバイスをクラウドに接続できます。 AWS IoT Core は Alexa 呼び
出しに基づいて更新を送受信します。

5. 各 Alexa 呼び出しは、各呼び出しを評価し、メッセージを他の AWS サービスにルーティングす
る AWS IoT ルールをトリガーします。

6. Alexa 呼び出しごとに、 AWS IoT Device Shadow へのメッセージがトリガーされます。次
に、Shadow サービスは、Alexa リクエストに合わせて更新する必要がある設定を含むメッセージ
をデバイスに送信します。

7. AWS IoT Core は、Alexa コマンドに基づいてアクションを実行する必要があるデバイスに IoT 
データを安全に送信します。

8. コマンドに加えて、Alexa はローカルで発生するデバイスデータの更新を受け取ることができま
す。デバイスは、 AWS IoT SDK、 AWS IoT Greengrass、または Amazon を使用して AWS IoT 
Core にデータを送信できますFreeRTOS。

9. デバイスは AWS IoT Core にメッセージを送信します。Core は、 AWS IoT ルールを使用して
Amazon Kinesis Data Streams にデータを書き込みます。

10.Kinesis Data Streams はリアルタイムデータを提供します。Amazon Managed Service for Apache 
Flink、 Spark (Amazon EMR)、Amazon EC2、Lambda、およびその他の サービスは、データを
抽出して処理します。

11.Lambda 関数は、Alexa Voice Service (AVS) のプロアクティブ通知インターフェイスを呼び出し
ます。これにより、Alexa ドメインまたは有効な Alexa スキルから新しいコンテンツが利用可能
であることを示すビジュアルまたはオーディオが表示されます。

詳細情報

詳細については、「」を参照してください。

• AWS アーキテクチャアイコン

• AWS アーキテクチャセンター

• AWS Well-Architected

• AWS IoT 製品ページ

図の履歴

このリファレンスアーキテクチャ図の更新について通知を受け取るには、RSS フィードをサブスク
ライブします。
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https://docs.aws.amazon.com/iot/latest/developerguide/what-is-aws-iot.html
https://docs.aws.amazon.com/streams/latest/dev/introduction.html
https://docs.aws.amazon.com/AWSEC2/latest/UserGuide/concepts.html
https://aws.amazon.com/architecture/icons
https://aws.amazon.com/architecture
https://aws.amazon.com/architecture/well-architected
https://aws.amazon.com/iot/
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変更 説明 日付

初版発行 リファレンスアーキテクチャ
図が最初に公開されました。

2021 年 3 月 24 日

Note

RSS 更新をサブスクライブするには、使用しているブラウザで RSS プラグインが有効に
なっている必要があります。
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翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛
盾がある場合、英語版が優先します。
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